


技
術

検
討

会
委

員
事

前
説

明
時

に
お
け
る
指

摘
と
回

答
（
草

地
畜

産
基

盤
整

備
事

業
　
興

部
地

区
）

番
号

発
言

者
該
当
項
目

意
見

等
回

答

1
大

熊
委

員
一

枚
概
要

地
域

の
主

産
業

で
あ
る
酪

農
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は

、
現

在
の

担
い
手

の
状
況
や
今
後
の

担
い
手

の
状

況
を
把

握
し
た
い
の

で
、
受

益
農

家
の

年
齢

構
成

と
後

継
者

の
有

無
に
つ
い
て
教

え
て
ほ

し
い
。

確
認

結
果

受
益

農
家

の
う
ち
個

人
経

営
主

の
年

齢
構

成
（
評

価
時

点
）
は

、
４
０
代

が
１
１
％

、
５
０
代

が
４
８
％

、
６
０
歳

以
上

が
４
１
％

で
あ
っ
た
が

、
お
よ
そ
半

数
の

４
６
％

に
後

継
者

が
あ
り
、
う
ち
２
６
％

は
経

営
移

譲
が

行
わ

れ
て
い
る
。

2
井

上
委

員
長

基
礎

資
料

と
評

価
結

果
書

の
「
3
(1
)①

作
付
面
積
」

離
農

農
家

の
草

地
に
つ
い
て
は

受
益

農
家

へ
集

約
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が

、
家

屋
や

牛
舎

等
の

建
物

は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

確
認

結
果

離
農

農
家

１
８
戸

に
お
け
る
家

屋
等

の
状

況
に
つ
い
て
は

、
継

続
し
て
家

屋
に
居

住
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

、
１

５
戸

と
大

多
数

と
な
っ
て
お
り
、
１
戸

で
新

規
就

農
者

が
離

農
跡

地
（
家

屋
等

）
を
活

用
し
て
い
る
。
ふ

ん
尿

処
理

施
設

の
半

数
は

活
用

さ
れ

て
い
る
が

、
畜

舎
は

３
戸

が
活

用
さ
れ

て
お
り
、
一

部
の

活
用

さ
れ

て
い
な

い
施

設
は

解
体

済
み

と
な
っ
て
い
る
。

3
波

多
野

委
員

基
礎

資
料

と
評

価
結

果
書

の
「
5
(2
)自

然
環
境
」

林
地

の
伐

採
に
よ
り
新

た
に
草

地
を
造

成
し
て
い
る
が

、
草

地
造

成
に
よ
り

良
好

な
自

給
飼

料
の

供
給

が
可

能
と
な
る
と
と
も
に
、
本

事
業

で
整

備
し
た

ス
ラ
リ
ー
ス
ト
ア
等
の
施
設
を
活
用
し
た
資
源
循
環
型
の
生
産
構
造
が
維
持

さ
れ

、
炭

素
排

出
量

が
低

減
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
温

暖
化

防
止

に
寄

与
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
評

価
し
て
は

ど
う
か

。

意
見

を
踏

ま
え
、
記

載
内

容
を
修

正
（
修

正
前

）
離

農
跡

地
等

を
集

積
し
、
草

地
利

用
す
る
こ
と
で
、
耕

作
放

棄
地

の
発

生
が

防
止

さ
れ

る
と
と
も
に
、
草

地
と
し
て
の

機
能

が
維

持
さ
れ

た
。
ま
た
、
暗

渠
の

敷
設

に
よ
り
、
土

壌
流

亡
の

抑
制

や
景

観
の

保
全

が
な
さ

れ
た
。

（
修

正
後

）
離

農
跡

地
等

を
集

積
す
る
こ
と
で
、
耕

作
放

棄
地

の
発

生
が

防
止

さ
れ

る
と
と
も
に
、
草

地
と
し
て
の

土
地

利
用
が
継
続
さ
れ
る
た
め
、
農
村
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
草
地
造
成
・
整
備
を
行
う
こ
と
で
規
模

拡
大

が
可

能
と
な
る
と
と
も
に
、
家

畜
排

せ
つ
物

処
理

施
設

を
活

用
す
る
こ
と
で
資

源
循

環
型

の
生

産
構

造
が

維
持

さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
炭

素
排

出
量

が
低

減
し
て
お
り
温

暖
化

防
止

に
寄

与
し
て
い
る
。

4
中

原
委

員
基

礎
資

料
と
評

価
結

果
書

の
「
6
今
後
の
課
題
」

「
・
・
・
輸

入
飼

料
に
異

存
し
た
生

産
構

造
か

ら
・
・
・
」
の

”
異

存
”
は

”
依

存
”
の

誤
り
。

意
見

を
踏

ま
え
、
記

載
内

容
を
修

正
（
修

正
前

）
・
・
・
新

規
就

農
者

の
育

成
や

輸
入

飼
料

に
異

存
し
た
生

産
構

造
か

ら
・
・
・
。

(修
正
後
）

・
・
・
新

規
就

農
者

の
育

成
や

輸
入

飼
料

に
依

存
し
た
生

産
構

造
か

ら
・
・
・
。

5
佐

久
間

委
員

基
礎

資
料

と
評

価
結

果
書

の
「
6
今
後
の
課
題
」

安
定

し
た
酪

農
畜

産
経

営
の

確
立

に
は

、
就

農
者

の
確

保
と
と
も
に
自

給
飼

料
に
立

脚
し
た
資

源
循

環
型

の
生

産
構

造
の

推
進

が
必

要
な
の

で
、
「
・
・
・

新
規
就
農
者
の
育

成
を
図

り
つ
つ
、
輸

入
飼

料
に
依

存
し
た
生

産
構

造
か

ら
高

栄
養

な
青

刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
等

の
導

入
な
ど
、
自

給
飼

料
に
立

脚
し
た
資

源
循

環
型

の
生

産
構

造
へ

の
更

な
る
推

進
を
図

る
こ
と
が

極
め
て
重

要
で
あ

る
。
」
に
修

正
し
て
は

ど
う
か

。

意
見

を
踏

ま
え
、
記

載
内

容
を
修

正
（
修

正
前

）
・
・
・
新

規
就

農
者

の
育

成
や

輸
入

飼
料

に
依

存
し
た
生

産
構

造
か

ら
、
高

栄
養

な
青

刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
等

の
導

入
な
ど
自

給
飼

料
に
立

脚
し
た
資

源
循

環
型

の
生

産
構

造
の

更
な
る
推

進
を
図

る
こ
と
が

極
め
て
重

要
で
あ
る
。

（
修

正
後

）
・
・
・
・
新

規
就

農
者
の

育
成

を
図

り
つ
つ
、
輸

入
飼

料
に
依

存
し
た
生

産
構

造
か

ら
高

栄
養

な
青

刈
り
と
う

も
ろ
こ
し
等

の
導

入
な
ど
、
自

給
飼

料
に
立

脚
し
た
資

源
循

環
型

の
生

産
構

造
へ

の
更

な
る
推

進
を
図

る
こ
と
が

極
め
て
重

要
で
あ
る
。
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